












































ターを搭載した観測装置 SDDI (Solar Dynamics Doppler Imager)が完成し、見事なデー
タが取得されました。SDDIはHα線の内外 (Hα− 9 A˚ ∼ Hα+9 A˚）の 73波長で、太陽
全面を 15秒おきに撮像するという驚くべき性能をもちます。太陽プロミネンスやフィラ
メントのドップラー速度の測定では世界最高性能と言えます。
2016年末の時点で、附属天文台の人員は 37人になります。内訳は常勤職員 7人 (教員
5人、技術職員 2人)、非常勤職員 15人 (うちPD研究員 5人)、大学院生 14人 (博士 7人、
1
修士７人)、宇宙ユニット教員 1人です。このメンバーで、2016年度は、査読雑誌論文 19
編 (附属天文台構成員が第 1著者の論文は 4編)の成果をあげました。分野別内訳は、太









2016年 3月には、附属天文台より、博士論文 1人、修士論文 3人が生まれ、学部教育で
も課題研究 3人、課題演習 4人が天文台教員の元で研究・演習を終えました。







平成 30年 (2018年) 2月 25日
京都大学大学院理学研究科
附属天文台台長 柴田一成
2
